
固
吊
目
三
国
巴
ご
刃
①
閉
》
国
巴
感
冒
○
局
》
ご
己
．

【
編
著
書
】
三
８
．
犀
８
斎
》
○
戸
四
己
序
ぐ
ｇ
ゞ
函
・
吟
・
馳
国
匡
冒
○
国
辱
‐

弓
国
邑
ｇ
ｏ
耳
①
ロ
冒
弓
胸
吋
胃
①
例
日
国
○
Ｑ
国
司
ロ
ロ
ｇ
ざ
ロ
四
コ
Ｑ

号
①
ロ
①
く
里
８
日
①
昌
旦
両
国
号
ｇ
言
巳
○
ぬ
函
』
認
ｌ
圏
、
雪

冨
８
．
国
○
○
厨
》
○
戸
四
且
Ｑ
営
呂
①
丘
）
両
両
（
①
号
・
）
“

目
扁
閏
輿
○
コ
の
巴
口
の
ぐ
里
○
口
目
①
昌
呉
も
ゴ
房
旨
さ
四
、
巴

弓
ゴ
○
口
”
宮
．
国
呉
口
曾
》
ｚ
①
君
国
目
嚴
己
＄
．

六
投
稿
原
稿
は
、
コ
ピ
ー
を
一
部
添
付
す
る
こ
と
。
原
稿
は
著
者
校

正
の
際
も
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
の
で
、
手
元
に
コ
ピ
ー
を
一

部
残
す
こ
と
。

七
著
者
校
正
は
、
原
則
と
し
て
原
著
・
総
説
・
研
究
ノ
ー
ト
・
広
場
・

資
料
を
対
象
と
し
、
初
校
の
み
と
す
る
。
校
正
は
印
刷
上
の
誤
植

を
訂
正
す
る
に
留
め
、
原
稿
の
改
変
や
、
そ
の
他
の
組
み
替
え
は

認
め
な
い
。
校
正
刷
り
の
返
送
期
日
を
厳
守
す
る
こ
と
。
期
日
ま

で
に
返
却
さ
れ
な
い
場
合
は
責
了
と
み
な
す
。

八
刷
り
上
り
一
○
印
刷
ペ
ー
ジ
（
四
○
○
字
詰
原
稿
用
紙
で
二
四
枚
）

ま
で
は
原
則
と
し
て
無
料
と
し
、
超
過
分
と
図
表
製
版
の
実
費
は

著
者
負
担
と
す
る
。

九
論
文
別
刷
は
五
○
部
単
位
と
し
実
費
で
作
製
す
る
。
別
刷
希
望
者

は
校
正
刷
同
封
の
申
込
書
に
部
数
を
明
記
す
る
こ
と
。

一
○
原
稿
の
送
り
先

〒
二
三
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
二

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
雑
誌
編
集
委
員
会

｢一
|編

僖
|言己

の
充
実
化
と
諸
会
員
の
御
要
望
に
添
う
べ
く
誌
面
作
り
に
尽
力
し
て
い

る
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
必
ず
し
も
御
満
足
い
た
だ
け
ぬ
む
き
も
あ

る
よ
う
で
、
様
々
の
考
え
方
が
会
員
諸
氏
の
間
に
存
在
し
、
そ
れ
ら
に

円
滑
に
応
え
る
こ
と
が
い
か
に
む
つ
か
し
い
か
、
こ
の
と
こ
ろ
と
く
に

痛
切
に
感
じ
て
い
る
。
▼
原
著
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
に
関
し
て
は
「
編

集
委
員
会
の
委
嘱
す
る
審
査
委
員
が
査
読
」
す
る
規
定
に
な
っ
て
お
り

（
投
稿
規
定
）
、
厳
正
を
期
す
た
め
編
集
委
員
以
外
か
ら
審
査
委
員
を
選

ぶ
の
が
原
則
で
あ
る
。
編
集
委
員
は
熟
慮
し
総
意
の
も
と
に
会
員
の
中

か
ら
最
適
任
と
考
え
ら
れ
る
審
査
委
員
を
選
出
す
る
。
で
あ
る
か
ら
査

読
結
果
は
尊
重
す
る
。
た
だ
、
投
稿
者
が
査
読
者
の
意
見
に
承
服
し
が

た
く
、
理
を
も
っ
て
自
論
を
主
張
さ
れ
た
場
合
は
、
再
度
別
の
審
査
委

員
を
選
ん
で
査
読
を
委
嘱
し
、
さ
ら
な
る
公
正
を
期
す
る
例
外
的
な
ケ

ー
ス
も
あ
る
。
投
稿
論
文
の
採
否
に
関
し
て
は
以
上
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
御
理
解
願
い
た
い
。
▼
主
と
し
て
は
査
読
者

の
示
唆
に
従
っ
て
の
加
除
改
変
の
た
め
で
あ
る
が
、
初
投
稿
、
再
投
稿

を
経
て
正
式
受
理
（
掲
載
決
定
）
ま
で
に
相
当
な
期
間
を
費
す
場
合
も
あ

る
。
従
来
は
掲
載
論
文
の
首
に
受
付
年
月
日
を
記
載
し
て
き
た
が
、
こ

れ
は
初
投
稿
す
な
わ
ち
学
会
が
初
め
に
郵
便
物
を
受
け
と
っ
た
日
付
で

あ
り
、
そ
の
後
の
経
緯
に
よ
っ
て
生
じ
た
各
論
文
の
掲
載
時
期
の
差
に

つ
い
て
疑
念
を
も
た
れ
る
危
倶
も
あ
る
。
そ
こ
で
本
号
か
ら
は
受
付

完
①
Ｏ
の
き
①
ｅ
と
受
理
（
Ｐ
Ｒ
ｇ
席
目
Ｏ
ｇ
号
胃
目
○
国
）
の
日
付
を
並
記

す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
か
っ
て
故
緒
方
富
雄
先
生
が
要
請
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
も
あ
る
（
本
会
会
報
５
号
・
昭
媚
）
。
（
小
曽
戸
洋
）

L－

▼
本
誌
編
集
委
員
会
は
月
一
回
開
か
れ
、

委
員
長
以
下
一
同
、
知
恵
を
絞
っ
て
内
容

/寸局｢－､
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